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再
び
巡
り
あ
う
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
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To identify points of intensities that 
becom

e the educational, spiritual or 
em

otional observatories of the trans-
form

ing 
coastal 

landscape, 
and 

w
hich deepen the pilgrim

’s under-
standing of his environm

ent.

変
化
す
る
海
岸
線
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
教
育
的
、

精
神
的
、
感
情
的
に
観
察
で
き
る
強
い
力
を
持
っ
た

ポ
イ
ン
ト
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
巡
礼
者

は
己
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
を
深
く
理
解
す
る
。

 

, 
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-an experiencial account of 
the city that 

 one’
aw

ar
 

tow
ar

 
the 

-governem
ent 

 
no 

 for the rem
oval of 

the 
 

of 
accum

u-

 or electrical 
 

 
par

 
are 

ther

-thinking the com
m

unity center 
 a verb rather than a 

building

 a pr
 that 

 changeable, m
utable and 

rm
able in tim

e, and by the com
m

unity

 
 

-
lete 

w
ith 

the 
pr

route 45 leaving an open 
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Tw
o shrines, each at one end of 

the Edo road axis, are perhaps 
tw

o of the m
ost im

portant grav-
ity m

agnets of our constellation 
 They give m

eaning to the 

road, its trace, its direction, as 
w

ell as to the 
 They 

act as m
agnet poles that 

the in-betw
een

 
(間

), the space 
w

her

The 
historically 

dense 
urban 

fabric 
of 

the 
com

ercial 
Edo 

R
oad 

does 
rarely 

offer 
either 

physical or visual accessibility 

The 
pilgrim

age 
does 

not 
end 

w
hen one reaches the shrine, 

but 
continues 

on 
the 

return, 
w

hich in our case becam
e m

ore 
 than the w

ay ther
O

ne only understands Edo city 
on the w

ay back, descending 

cross sectional account of urban realities

experiential and tem
poral account of the pilgrim

age

m
om

ent of understanding

tw
o m

agnet poles
二
つ
の
神
社
が
磁
極
の
よ
う
に
働
き
都
市
と
生
活

の
お
こ
る
「
間
」
の
空
間
を
定
義
し
て
い
る
。
歴

史
的
に
密
度
の
高
い
都
市
構
造
で
あ
る
商
業
的
な

江
戸
の
街
道
は
、
物
理
的
に
も
視
覚
的
に
も
海
へ

の
近
づ
き
易
さ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。

我
々
の
巡
礼
は
、
神
社
に
到
達
し
て
も
終
わ
ら
ず
、

帰
路
の
方
が
意
味
の
あ
る
も
の
と
な
っ
た
。
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The task is, therefore, to im
ply possible 

connections 
betw

een 
the 

road 
and 

the 
landscapes, to give hints as to w

here the 
next observatory of the chain m

ight be 
found. 

The notion of PILG
R

IM
A

G
E as an experien-

tial account of the city that 
 one’s 

aw
areness 

tow
ards 

these 
places, 

m
om

ents

巡
礼
者
の
概
念
と
は
都
市
を
経
験
的
に
説
明
す
る

こ
と
に
よ
り
、
彼
ら
の
時
間
と
場
所
へ
の
認
識
を

増
幅
す
る
こ
と
で
あ
る
。

す
べ
き
こ
と
は
、
道
と
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
間
に

あ
り
え
る
、
つ
な
が
り
を
示
唆
し
、
さ
ら
に
そ
の

つ
な
が
り
を
発
見
で
き
る
場
所
を
ど
こ
で
見
付
け

ら
れ
る
か
手
が
か
り
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
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C
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ebris (in U
tatsu)

Education

Sorting D
ebris (Site A

, B
)

1st year
2nd year

3rd year
4th year

Processing D
ebris (Site A

, B
)

C
arrying &

 Storing D
ebris (Site C

)

Preparatory W
ork

Site C

R
eusable

R
eusable

O
ther debris

Processing
Facility

Sorting &
 Processing D

ebris (Site A
, B

)

C
onstruction M

aterial

N
on-seperated debris

Sorting
Processing

  Track R
oute  

  Exposure to sea 

D
ebris Storage

C
om

m
unity A

rea

A

B

A

B

C
ollecting D

ebris in U
tatsu

C
arrying &

 Storing D
ebris

D
ebris

Elem
entary School

Elem
entary School

D
ebris

C

In 
M

inam
i 

Sanriku, 
645,000t 

of 
debris w

as generated. D
ebris m

an-
agem

ent is necessary for recon-
struction. This site has capacity to 
deal w

ith several about 30 thou-
sands 

tons 
of 

debris, 
especially 

conrete debris.

南
三
陸
町
で
は
645000tも

の
瓦
礫
が
発
生
し
、

復
興
に
向
け
て
瓦
礫
処
理
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
s基
地
で
は
、お
よ
そ

３
万
tの
瓦
礫
、特
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
瓦
礫
を
処
理

す
る
こ
と
が
出
来
る
。
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W
e are re-m

anufacturing an already 
engineered landscape. W

ould it be 
responsible for us to dress it up? 

W
hat w

ould be a non-aggressive, 
subtle w

ay to reveal truth of its past?

W
e leave a tunnel as a rem

inder of 
w

hat had once been engineered, 
w

hat had existed, and w
hat can 

never be erased: a scar that is 

A
 m

useum
 in w

hich one is exposed 
to the historical record of com

pacted 
debris 

layers 
that 

w
ere 

deposited 
w

ith hands of a com
m

unity w
illing to 

rebuild their landscape. 

私
た
ち
は
人
工
的
な
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
自

然
な
も
の
と
し
て
再
構
築
す
る
。

ト
ン
ネ
ル
は
、か
つ
て
人
工
的
に
つ
く
ら
れ

た
も
の
、存
在
し
た
も
の
、消
し
去
る
こ
と
の

出
来
な
い
も
の
を
記
憶
に
と
ど
め
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
。

ト
ン
ネ
ル
の
中
の
空
間
は
博
物
館
の
よ
う

に
歴
史
的
な
記
録
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来

る
場
所
に
し
、瓦
礫
の
層
を
目
の
当
た
り
に

す
る
こ
と
で
、ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
再
生
す

る
た
め
に
行
動
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
足
跡

を
た
ど
る
こ
と
が
出
来
る
。
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埋
立
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
工
法
に
よ
り
行
う
。
埋

立
を
開
始
す
る
前
の
１
年
目
に
準
備
工
事
を
行

う
。
埋
立
工
事
は
２
年
目
か
ら
始
め
、
４
年
目

に
終
了
す
る
。
瓦
礫
は
汚
染
さ
れ
て
い
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
、
浸
出
水
収
集
シ
ス
テ
ム
を
設
置

す
る
。
継
続
的
に
浸
出
水
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
い
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
。

A
A

’

A

A
’
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This 
is 

the 
point 

of 
convergence

 
betw

een at least three very different 
realities: the heavily industrial  m

a-

neuvering of the landscape contem
-

porary to our tim
es, the sm

aller scale 
 

industrial 
activity 

that 
has 

alw
ays m

anaged to live in sym
biosis 

w
ith the landscape around it and the 

yet untouched nature of the hill.

It is also a place in w
hich different 

social groups overlap, prim
arily the 

local w
orkers on the construction site 

at the higher level, and the 
-

m
an, 

cleaning 
their 

boats, 
dow

n -

loading the aw
abi caught from

 the 
rocky 

side 
of 

the 
hill 

or 
drying 

w
akam

e on the dock on the low
er 

site.

elevation1:600

6000
6000

12000

plan 1:1000

section1:500

section 1:500

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
は
，
重
々
し
い

現
代
的
な
建
設
現
場
，
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
と

調
和
し
た
小
規
模
な
魚
業
，
未
だ
人
の
手
が

つ
け
ら
れ
て
い
な
い
自
然
の
丘
と
い
う
三
つ

の
異
な
る
も
の
が
重
な
り
合
う
場
所
と
な
る
．

ま
た
，
様
々
な
社
会
的
な
グ
ル
ー
プ
，
主
に

高
い
場
所
に
位
置
す
る
建
設
現
場
で
働
く
地

元
の
労
働
者
，
低
い
場
所
で
船
の
手
入
れ
や

磯
で
と
れ
る
あ
わ
び
を
荷
揚
げ
し
た
り
，
わ

か
め
を
干
し
た
り
す
る
漁
業
者
が
重
な
り
合

う
場
所
と
な
る
．
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こ
の
場
所
は
，
漁
業
者
に
と
っ
て
は
休
憩
し
，

海
の
状
況
や
風
向
き
を
観
察
し
，
漁
業
用
の

網
を
保
管
し
，
長
靴
を
洗
え
る
場
と
な
る
．

建
設
現
場
の
労
働
者
に
と
っ
て
は
，
休
憩
し

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
発
言
し
，

漁
業
者
と
出
会
い
，
話
を
交
わ
す
場
と
な
る
．

巡
礼
者
に
と
っ
て
は
，
足
を
と
め
，
二
つ
の

産
業
を
目
の
当
た
り
に
し
，
学
び
，
そ
し
て

考
え
る
こ
と
の
で
き
る
場
と
な
る
．
観
光
客

に
と
っ
て
は
美
し
い
風
景
を
な
が
め
る
こ
と

が
で
き
る
場
と
な
る
．
す
べ
て
の
人
々
に
と

っ
て
，
強
い
日
差
し
や
風
雨
を
し
の
ぐ
こ
と

が
で
き
る
場
と
な
る
．
す
べ
て
の
人
々
が
足

を
と
め
，
何
か
を
行
う
場
と
な
る
．
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The proposed path is that ar
 

w
hich w

ill 
, add to, or trans-

form
 

the 
landscape 

and 
people’s 

interactions w
ith it.

It’s nothing else than a path. A
 path 

that is tem
porary, 

 and trans-
for

 
by 

the 
people, 

and 
by 

nature, and through tim
e. 

B
y 

 the constraints for the 
people to build from

, w
e offer people 

an 
inform

ed 
choice 

respectful 
of 

landscape and heritage.

O
bservatories in w

hich transparen-
, 

, 
exposure, 

, 
, 

, 
safety, 

danger, 
em

ptiness, …
 are to be found.

 

trees as sculptures, leaves as transparencies
exposure, em

ptiness, nothingness

seclusion, solitude

shelter, safety

transform
ation of the path by the com

m
unity through tim

e
point of encounter betw

een nature and engineered edge

提
案
す
る
道
は
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
と
そ
の
場
所
へ
の
人

間
の
関
わ
り
方
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
に
加
え

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
．
道
以
外
は
何
も
つ
く
ら
な
い
．

道
は
，
一
時
的
の
も
の
で
人
々
や
自
然
に
よ
っ
て
時
間

と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
空
間
を
構
築
す
る
際
の
制
約

条
件
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
，
地
域
の
人
た
ち
に

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
へ
敬
意
を
込
め
た
選
択
肢
を
与
え
て

い
る
．


